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Erratum：円板のつくり出す音と新しい楽器の可能性 

－自由端円板における固有振動数に対する曲げモーメントの影響の理論的考察－ 

［人間環境科学 Vol. 24, 23-32 (2017)］ 
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 人間環境科学 Vol24 (2017)に秋元らが報告した，自由端円板の振動数方程式に相当する式番号(24）の

右辺の表記に誤りがあった．この振動数方程式は，もともと Airey (1911)が接線方向と半径方向の曲げモ

ーメントの寄与を入れて導出した結果であり，秋元ら(2017)がこれを引用した．式番号(24）の正しい振

動数方程式は， 

 

  
𝜆2𝐽𝑛(𝜆)+(1−𝜈)[𝜆𝐽𝑛

′ (𝜆)−𝑛2𝐽𝑛(𝜆)]

𝜆2𝐼𝑛(𝜆)−(1−𝜈)[𝜆𝐼𝑛
′ (𝜆)−𝑛2𝐼𝑛(𝜆)]

 

=
𝜆3𝐽𝑛

′ (𝜆)+(1−𝜈)𝑛2[𝜆𝐽𝑛
′ (𝜆)−𝐽𝑛(𝜆)]

𝜆3𝐼𝑛
′ (𝜆)−(1−𝜈)𝑛2[𝜆𝐼𝑛

′ (𝜆)−𝐼𝑛(𝜆)]
  （２４） 

 

である．式番号(24）の表記に誤りがあったが，接線方向と半径方向の曲げモーメントの寄与を入れた振

動数の数値計算では上記の正しい振動数方程式を用いたので，結果と考察に変更はない． 
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